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見里朝正博士の

講 演 全 開 か る.′

去 った2月12日に琉大農学 ビルで ,理化学研究

所の見里朝正博士の講演会が催さjtました｡氏の

研究の歴史がそのまま日本の農薬化学研究の歴史

になっているといわれる程 ,農薬化学特に殺菌剤

に関 しては世界的な権威者である｡

氏は 東大を卒業後 昭和21年に 農業技術研究所

に入 り,当時防疫用として使われていたDDTを

乳剤に して農薬へ利用する方法を研究 し,その後

した｡

昭和28年頃か ら,抗生物質の農薬-の利用につ

いての研究を始め ,それに閲通 して ,それ まで困

難とされていたイモチ病の胞子を形成 させ る方法

も実用化させ ,これは現在で も〟見里培地 〟とし

て ドイツをは じめ欧米各地で使用されている｡

昭和33irli,こ,現在イモチ病の特効薬として広 く

使用されているブラス トサイジンS(ブラエス)

を発見 したが ,こjtは抗/I-:_物rITl'農薬の開発のきっ

かけを作ったものとして ,海外においても高 く評

価され ,その後続 々と拭生物門の農薬が見っけら

れるようになった｡

ここ数年来 ,農薬の人休-の毒性が問題になっ

ているが ,その点か らも人畜に無l吉である抗生物

質系の農薬が多く出てくることが望 まれる｡

昭和11年に現在の理化学研究所に移ったが研究

室のメソノミ-も多くなり,またこの2,3年内に

数億円を投 じての各施設が作 られ る予定なので ,

近い将来にはウイルスも含めての ,数 多くの病害

に対する同産の農薬が出来る事で しょう｡
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